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                                                                  整理番号 minex-1 

作成日：2016 年 8 月 5 日 

 

安全性データシート（SDS） 

１．化学品及び会社情報 

  化学品の名称 

製品名：      くみあい粒状石灰窒素、珪カル混合肥料 19 号 

                 (くみあいけい酸苦土石灰水砕 1 号及び石灰窒素の混合品) 

会社名        全国農業協同組合連合会 

担当部署       肥料農薬部 

住所         〒100-6832 東京都千代田区大手町 1-3-1 ＪＡビル 33Ｆ 

電話番号       03-6271-8285 

Fax 番号       03-5218-2536 

電子メールアドレス  zz_hiyaku-gizyutsu@zennoh.or.jp 

緊急連絡電話番号   03-6271-8285 

  

 

 

 

 

 

 

 

  推奨用途及び使用上の制限   肥料用及び肥料原料用。肥料用途以外には使用しないで下さい。 

 

２．危険有害性の要約 

① GHS 分類結果 （本品は下記肥料の混合品です。）        

 区  分 くみあいけい

酸苦土石灰水

砕 1 号 

石灰窒素 

物理化学的

危険性 

分類されない 分類対象外又は分類できない 

健康に対す

る有害性 

分類されない 急性毒性（経口）           区分 4 

急性毒性（経皮）           区分 5 

急性毒性（吸入：粉塵）        区分 4 

皮膚腐食性・刺激性          区分 2 

mailto:zz_hiyaku-gizyutsu@zennoh.or.jp
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眼に対する重篤な損傷・眼刺激性    区分 1 

特定標的臓器・全身毒性（単回暴露）  区分 3（気道刺激性） 

環境に対す

る有害性 

分類されない 水生環境急性有害性          区分 2 

水生環境慢性有害性          区分 2 

② GHS ラベル要素 

  ―1、絵表示またはシンボル 

 

    

 

 

   ―2 、注意喚起語 

      危険 

 

   ―3、危険有害性情報 

      飲み込むと有害（経口） 

      皮膚に接触すると有害のおそれ（経皮） 

      吸入すると有害（粉塵） 

     皮膚刺激 

     重篤な眼の損傷 

     呼吸器への刺激のおそれ 

     水生生物に毒性 

     長期的影響により水生生物に毒性 

 

   ―4、注意書き 

    〔安全対策〕 

      保護眼鏡、防護マスク、不浸透性手袋、ゴム長靴、不浸透性防除衣等着用する。 

      粉塵を吸入しないこと 

取扱い後はよく手を洗うこと。 

環境への放出を避けること。 

    〔救急処置〕 

１）皮膚に付着した場合、直ちに石鹸でよく洗い落とすこと。 

外観に変化が見られたり、痛みが続いたり、かぶれを生じた場合は、医師の診断、手当 

を受けること。 

作業後は、直ちに身体を洗い流し、洗眼・うがいをするとともに衣服を交換すること。 

作業時に着用していた衣類は、他と分けて洗濯すること。 

２）吸入した場合、被災者を直ちに新鮮な空気のある場所に移動させること。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RCL5PzppVXmhwA8VeU3uV7/SIG=12fngo2v9/EXP=1469511795/**http:/www.sasaki-c.co.jp/dcms_media/image/GHS_Exclam_S.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RCL5PzppVXmhwA2VeU3uV7/SIG=12em84i0n/EXP=1469511795/**http:/www.sasaki-c.co.jp/dcms_media/image/GHS_Acide_S.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RCL5PzppVXmhwA11eU3uV7/SIG=12h5cfv5n/EXP=1469511795/**http:/www.sasaki-c.co.jp/dcms_media/image/GHS_Silouete_S.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RCL5Z1qJVXqDYAegyU3uV7/SIG=1478lgj1d/EXP=1469512181/**https:/upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/b/b9/GHS-pictogram-pollu.svg/180px-GHS-pictogram-pollu.svg.png
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医師の手当てを受けさせること。 

３）眼に入った場合、こすらずに清浄な水で１５分以上洗浄した後、医師の手当てを受ける

こと。 

〔保管〕 

      直射日光、水漏れ、湿気、熱を避けて室温で保管すること。 

      火気、熱源、発火源から離れた場所で保管すること。 

    〔廃棄〕 

      土壌と混和して分解させるか、埋め立て等で廃棄すること。 

      土壌中で分解が終了するまでは一ヶ所に多量に廃棄しない。 

      下水、河川、海へ直接廃棄しない。 

      容器は、産業廃棄物として、産業廃棄物処理業免許を持つ業者に委託し処理すること。 

③ GHS 分類に該当しない他の危険有害性等 

     取扱い後２４時間以内に飲酒すると、頭痛、めまい、吐き気、嘔吐を生ずるおそれがあるの

で、飲酒しない。 

長時間水と接触すると、アルカリ性（pH9～11）を示すことがある。 

④ 重要な兆候 

     短期ばく露による頭痛、めまい、吐き気、嘔吐、皮膚炎。 

     長期ばく露による皮膚感作性。 

⑤ 想定される非常事態の概要：特になし 

⑥ 国／地域情報：特になし 

 

３．組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区別   混合物 

一般名または化学名     普通肥料 

成分情報 

化学名 濃度（WT%） CAS 番号  

メリライト 不明 ―  

ケイ酸カルシウム CaO・SiO2 不明 1344-95-2  

カルシウムシアナミド 4～5% 156-62-7 

水酸化カルシウム 2.7～3.3% 1305-62-0 

炭素 1.0～1.5% 7440-44-0 

  その他不純物：GHS 分類に寄与しない。カルシウムカーバイトを 0.01%未満含有する。 

 

４．応急処置 

吸入した場合：      速やかに新鮮な空気の場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させるこ 

と。 

気分が悪い時は医師の診断を受ける。 

皮膚に付着した場合：    速やかに多量の水と石鹸で洗うこと。 

              汚染された衣服を脱ぐこと。 

                  外観に変化が見られたり、痛みが続いたり、かぶれを生じた場合は、 



 4 / 9 

 

医師の診断、手当を受けること。 

作業時に着用していた衣類は、他と分けて洗濯すること。 

目に入った場合：      こすらずに清浄な水で１５分以上洗浄した後、医師の手当てを受ける 

こと。 

              コンタクトレンズを着用していて、容易に外せる場合は外し、洗浄を 

続けること。 

飲み込んだ場合：      水で口の中をよく洗浄すること。 

直ちに医師の手当てを受けること。 

最も重要な兆候及び症状： 短期ばく露による頭痛、めまい、吐き気、嘔吐、皮膚炎。 

             取扱い後２４時間以内に飲酒することによる、頭痛、めまい、吐き気、 

嘔吐。 

長期ばく露による皮膚感作性。 

  応急処置をする者の保護： 汚染された衣類や保護具を取り除く。 

  医師に対する特別注意事項：特になし 

５．火災時の措置 

消火剤：      粉末消火剤、泡消火剤、炭酸ガス消火剤、乾燥砂、水。 

特有の危険有害性： 消化する際に、水をかけるとアンモニア臭気が発生する。 

特定の消化方法：  周辺火災の場合は、速やかに袋ごと安全な場所へ移し水がかからないように 

する。 

           車両火災の場合は、注水しないで上記の消火剤を使用する。 

消火を行う者の保護：消火活動は風上から行い、保護具（ゴーグル、防塵マスク、ゴム手袋、ゴム 

長靴）を着用し、皮膚の露出を避ける。 

 

６．漏出時の措置 

① 人体に対する注意事項、保護具及び緊急時処置 

   作業者は、必ず保護眼鏡、保護手袋、防塵マスク、保護衣等を着用する。 

   素手で取り扱いをしないこと。 

   大量流出の場合は、漏洩区域を立入り禁止とする。 

② 環境に対する注意事項 

   河川等に排出され、環境への影響を起こさないように注意する。 

③ 封じ込め及び浄化方法 

  水との接触を防止し、漏出したものを掃き集めて、ポリ袋等に回収する。 

  下水、河川へ流入しないようにする。 

④ 二次災害の防止策 

  すべての発火源を速やかに取り除く（近傍での喫煙、火炎の禁止）。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

① 取扱い 

 ―1、技術的対策 

   取扱い場所の近くに、緊急時に洗眼及び身体洗浄を行えるようにする。 



 5 / 9 

 

   皮膚、粘膜又は着衣に触れたり、目に入らぬよう、保護眼鏡、防護マスク、不浸透性手袋、 

ゴム長靴、不浸透性防除衣等を着用する。 

   取扱い後は、手足、顔などをよく洗い、洗眼・うがいをするとともに、衣服を交換する。 

   着用していた衣服等は、他のものとは分けて洗濯する。 

かぶれやすい体質の人は作業に従事しないようにし、製品がついた作物等との接触を避ける。 

夏期高温時の取扱いは避ける。 

取扱い後、２４時間以内は飲酒しない。 

養魚田での使用は避ける。養魚池等が近くにある場合は、散布田の水が流入しないよう注意 

する。 

   ―2、局所排気・全体換気 

     取扱いは換気のよい場所で行う。特に開封時に注意する。 

   ―3、安全取扱注意事項 

     アンモニアを含む肥料と混ぜると、アンモニアの揮散が起こるので、混合接触は避ける。 

   

② 保管 

 ―1、適切な保管条件 

   １）適切な技術的対策 

    保管場所は、水が浸入したり、水（雨など）と触れない場所とする。 

    保管条件は、粉じんが発生しないよう注意し、直射日光、水漏れ、湿気、熱を避けて室温 

    で保管する。 

    火気、熱源、発火源から離れた場所で保管する。 

  ２）注意事項 

    アンモニアを含む肥料との混合接触は避ける。 

    小児の手の届くところには置かない。 

 ―2、安全な容器包装材料 

   ポリエチレン製の容器を使用する。 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

① 管理濃度・作業環境評価基準 

    粉じん：      E=3.0mg/㎥（遊離けい酸を含有しない場合） 

 

② 許容濃度 

    日本産業衛生学会（2014） 1mg/㎥（第 2 種粉塵、吸入性粉じん） 

                  4mg/㎥（第 2 種粉塵、総粉じん） 

    ＡＣＧＩＨ(2005 年度版)  ＴＬＶ－ＴＷＡ 0.5mg/㎥  A4 

 

③ 保護具 

    呼吸器用の保護具：防護マスク（農業用マスク等） 

    手の保護具   ：不浸透性手袋（ゴム手袋等） 

    眼の保護具   ：保護眼鏡 
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    皮膚及び身体の保護具：不浸透性防除衣、ゴム長靴 

④ 設備・衛生対策 

   この物質を取扱う屋内作業場には、粉じんの発散源を密閉する又は局所排気装置等を設ける。 

    この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 

    取扱い後はよく手を洗うこと。 

 

９．物理的及び化学的性質 

区分 くみあいけい酸苦土石灰水砕 1 号 石灰窒素 

外観 砂状 固体、粒状 

色 灰白色 灰黒色 

臭い 無臭 

 

無害であるが特有の硫黄分を含む

臭気。 

pH 長時間水と接触すると、浸出水は

アルカリ性（pH9～11）を示す。 

12～13 

溶解性 水に難溶 不溶（水）。一部加水分解しシアナ

ミドが生成する。 

その他の情報 潜在水硬性があり、長時間保管し

た場合、固結することがある。 

 

 

１０．安定性及び反応性 

   

区分 くみあいけい酸苦土石灰水砕 1

号 

石灰窒素 

安定性 通常の保管及び取扱い条件では安定である。 

危険有害反応可能性 データなし。 水に触れると、アンモニアガス

を発生する。 

酸類と反応する（ｶﾙｼｳﾑｼｱﾅﾐﾄﾞ）。 

避けるべき条件 データなし。 水との接触 

混触危険物質 データなし。 ｱﾝﾓﾆｱを含む肥料との混合接触

は避ける。 

危険有害な分解生成物 データなし。 データなし。 

その他 水分の存在下で長期間保管した

場合、固結することがある。 

水と長時間接触すると、浸出水は

アルカリ性（pH9～11）を示す。 

 

 

１１．有害性情報   

 

区分 くみあいけい酸苦土石灰水砕

1 号 

石灰窒素 
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急性毒性 区分外（経口、経皮、吸入） 経口：飲み込むと有害 区分４ 

経皮：皮膚に接触すると有害の恐

れ         区分 5 

吸入（粉塵）：吸入すると有害 

           区分 4 

皮膚腐食性及び皮膚刺激性 区分外 区分 2 

眼に対する重篤な損傷性又

は目刺激性 

区分外 区分 1 

呼吸器感作性又は皮膚感作

性 

区分外 データなし 

生殖細胞変異原性 分類できない 区分外 

発がん性 分類できない 区分外 

生殖毒性 分類できない 区分外 

特定標的臓器毒性（単回ば

く露） 

区分外 呼吸器への刺激のおそれ 

特定標的臓器毒性（反復ば

く露） 

分類できない 分類できない 

吸引性呼吸器有害性 分類できない 呼吸器への刺激のおそれ 区分 3 

その他情報  ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ酸化酵素阻害あり。ｼｱﾅﾐﾄﾞ

を投与するとｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの代謝を阻

害し、飲酒時の諸症状を助長する。 

 

１２．環境影響情報 

  長時間水と接触すると、アルカリ性（pH9～11）を示すことがあるため、環境に影響を及ぼさない

ように注意する。 

① 水生環境急性有害性 

     水生生物に毒性 

     甲殻類(ｵｵﾐｼﾞﾝｺ)の 48 時間 EC50＝7.7mg/L（石灰窒素の農薬登録申請資料(2000)から、区分 

２とした。 

② 水生環境慢性有害性(石灰窒素) 

     長期的影響により水生生物に毒性 

     急性毒性が区分２、生物蓄積性が低いと推定されるものの(log kow=-0.2(PHYSPROP  

Database(2005))、急速分解性がないと推定される(BIOWIN)ことから、区分２とした。 

③ 生体毒性   ：魚毒性分類 B。  コイ TLml50ppm 

④ 残留性／分解性：ｶﾙｼｳﾑｼｱﾅﾐﾄﾞは、土壌中で容易にｼｱﾅﾐﾄﾞを経て尿素に分解する。 

⑤ 生体蓄積性  ：ｼｱﾅﾐﾄﾞは生体内で酵素にてアミノ酸等に変化し残留性はない。 

⑥ 土壌中の移動性：工業用で多量に使用した場合、水に溶出したシアン化合物は、地下水の汚染  

          を防止するため排水処理が必要。 
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１３．廃棄上の注意 

  製品を含んだ排水は、関連法令に適合するように十分に注意しなければならない。 

  外部の業者に廃棄を委託する場合、都道府県知事等の許可を受けた産業廃棄物処理業者に委託 

し、関係法令を遵守して適切に処理する。 

 

 

１４．輸送上の注意 

国際規制： 

   該当しない。（国連分類及び番号に該当なし） 

国内規制： 

   該当しない。（国連分類及び番号に該当なし） 

特別の安全対策：  輸送に際しては、直射日光、水漏れ、湿気、熱を避け、容器の破損、漏れ 

のないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。また、粉じんが発生 

しない方法で輸送する。 

移送時にイエローカードの保持が必要。 

 

 

１５．適用法令 

  肥料取締法：第 3 条（公定規格） 

  農薬取締法：第 2 条第 2 項 

  化学物質管理促進法：第一種指定化学物質 

  労働安全衛生法：名称等を通知すべき有害物、粉じん作業 

  じん肺法：粉じん作業 

  作業環境測定法：特定粉じん作業 

 

 

１６．その他の情報 

 １）本 SDS は、作成時における入手可能な製品情報、有害性情報に基づいて作成していますが、その内容

の絶対的な情報の正確性、及び情報収集の網羅性については、完全ではありません。 

 ２）この材料を適切に使用する最終的決定の責任及びこの情報をユーザー独自の取扱いに適合させ、完全

で満足できるものとする責任はユーザーにあります。 

 ３）全ての材料には未知の危険性があり、取扱いに十分に注意する必要があります。この SDS には特定の

危険性について記載してありますが、これ以外の危険性が存在しないとはいえません。 

 ４）本 SDS は、安全管理プログラムを確立する情報の一部を構成していますが、すべての作業環境で生じ

る状況を網羅することはできませんので注意してください。また、本 SDS における注意事項等は、通  

常の取扱いを対象としたものですので、特別な取り扱いをする場合にはそれに対応した安全対策をお

願いします。 

 ５）ご使用に際しては、必ず貴社にて事前テストを行い、使用目的に適合するかどうか、また安全性につ

いて、貴社の責任においてご確認ください。 

 ６）本書の記載は新しい知見により断りなく変更する場合がありますのでご了承ください。 
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 ７）本 SDS は、下記ミネックス株式会社の情報を元に作成しました。該当物質については、下記にお問い

合わせください。 

会社名：   ミネックス株式会社 

住所：    岩手県釜石市大字平田第 3 地割 46 番地 3 

   電話番号：  ０１９３（２６）５１１０ 

 

 


